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まえがき

知床半島の森林植生については、全体的なもの、

分水嶺(高 山帯)の ハイマツ植生、横断道路沿い、

低 山帯の森林などについての報告がかなり多 くあ

る(市 川 ・吉中、1987;松 井ほか、1985;斎 藤、

1984、1985;鮫 島 ・佐藤、1981)。 しか し、海岸

線の森林についての報告はみ られないようである。

筆者たちは、斜里町の弁財泊において、海岸線

には珍 らしい、 トドマツ ・エゾマツか らなる針葉

樹の林分に興味をもち、これを調査 してみた(写

真一1)。

この林分が、かつての知床半島の天然林の一端

を示す ものなのか、それとも特殊な1例 なのかは

明らかでないが、知床の森林を知る上での1資 料

にはなる、と考えられる。

本稿に発表の機会を与えられた、斜里町立博物

館の藤田信夫館長に、筆者たちは深 く感謝する。

調査地の概要

写 真 一1.調 査 地 遠 景(1987.7)

調査地は、斜里町遠音別地区の弁財泊湾岸にあ

り、国道334号 の新道(汀 線沿い)と 旧道(山 腹)

の問にある(図 一1)。

地形的には、オシンコシン崎 とオショコマナイ

川の問の、小沢の右岸側 にあ り、急傾斜地の下部

にあたる。調査林分の下端部は、新道の建設によ

り、切取 られた(図 一2参 照)。

地質的には(杉 本・松下、1961)、新第三系の遠音

別川層(硬質頁岩、凝灰質砂岩をともなう)であ り、

粗粒玄武岩床が遜入する。帯状区調査は、この玄武

岩の露出する場所で行われた(写 真一4参 照)。

気候的には、北～北西風の影響がみられるが(写

真一3参 照)、 オシンコシン崎の風下に位置する

図 一1.ト ドマ ツ ・エ ゾ マ ツ 林 分

(1987.7)
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図一2.調 査地の見取 り縦断図

た め 、 こ の地 区 は 例 外 的 に弱 風 域 とみ ら れ る 。

森 林 植 生 か らみ る と、 汀 線 沿 い の 狭 い 地 帯 は 、

冷 温 帯 ミズ ナ ラ ・シ ナ ノキ ・イ タヤ カ エ デ 林 で代

表 され る。 こ れ らは 、道 路 建 設 で か な り失 わ れ た。

オ ホ ー ツ ク海 に 面 した 山腹 斜 面 に は 、 冷 温 帯 系 の

樹 種 に加 えて 、亜 高 山帯 系 の ダ ケ カ ンバ 、ミヤ マ ハ

ン ノ キ も生 育 す る 。 これ らの 広 葉 樹 林 に は 、 イ チ

イが 散 生 して い た が 、 ト ドマ ツ、 ア カ エ ゾ マ ツ は

み られ な か っ た よ うで あ る(写 真 一1参 照)。

月7日 に行 わ れ た(写 真 一2)。

そ の 方 位 はN73.W(上 部 の みN90.W)で あ り、

傾 斜 は28.～37.で あ っ た 。

この 針 葉 樹 林 分 は 、 上 部 に広 葉 樹 類 の 小 林 分 を

も ち、 針 葉 樹 の 林 分 との 問 に は無 立 木 の 石 礫 部 分

が あ る(図 一2)。

ト ドマ ツ お よび エ ゾ マ ツの 林 冠 高 は8～12〃 　で

あ り、 林 内 の低 木 層 に は ト ドマ ッ が み ら れ た 。 林

冠 木 の 胸 高 直径 は15～306〃2で あ った 。林 分 の　.ド部

調 査 結 果

帯 状 区 調 査 は 、新 道 と 旧道 の 間 の 斜 面 の 、 ト ド

マ ツ ・エ ゾ マ ツ 林分 で あ り、5〃　×35〃　で 、1987年7

写 真 一2.ト ドマ ツ ・エ ゾ マ ツ林 分(1987.7) 写 真 一3.風 衝 林 縁 木 の 枯 れ(1987.7)
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図 一3.ト ドマ ツ ・エ ゾマ ツ 林 の 帯 状 区

写 真 一4.根 張 り部 分 の 石 礫(1987.7)

で は 、 海 か らの 吹 上 げ風 に よ り、風 衝 樹 冠(偏 形

樹)を 余 儀 な くさ れ 、 ト ドマ ツ に は 枯 死 が 多 か っ

た(帯 状 区 内 の 枯 れ 木 の 割 合 は 、47%に も達 した 。

写 真 一3)。

林 縁 外 の切 り土 斜 面 の 伐 り株 で は 、 エ ゾ マ ツ が

16c初 ×21ε窺の 直 径(地 上 約30c初)で 、100十 α年 で

あ り、 ト ドマ ツが8c〃2の 直 径 で 約40年 で あ っ た 。

林 分 の 調 査 結 果 は 、 図 一3お よ び 表 一1と2に

示 され る。

林 床 植 生 をみ る と 、広 葉 樹 林 分 で は 、 ホザ キ ナ

ナ カマ ド、 エ ゾ イチ ゴ 、 ヒナ ノ ウ ス ツボ な どが 目

立 った 。 針 葉 樹 林 分 で は 、 こ こで も石 礫(玄 武 岩

質 の 角 礫)が 地 表 にあ り、 マ イ ヅ ル ソ ウ、 シ ラ ネ

ワ ラ ビ、 イ ワ ノ ガ リヤ ス な どの 草 本 と、 オ オバ ス

ノキ 、 ナ ナ カ マ ドな どの 木 本 とが み られ 、 ト ドマ

ツ お よ びエ ゾ マ ツの 稚 樹 は 乏 しか っ た(表 一3)。

林 分 外 の 切 り土 斜 面 に は 、 張 り芝 起 源 の 外 来 の

イ ネ 科 草 本 が 生 育 し、 ヒオ ウギ ア ヤ メ も残 存 し、

ミヤ マ ハ ン ノ キ 、 エ ゾ ノバ ッ コヤ ナ ギ の 侵 入 が み

られ た 。 根 張 り部 分 は、 土 壌 とい う よ り、 石 礫 で
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表 一一.樹 高 階 別 本 数 表

種 Species
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～ ～ ～ ～ ～

Height'4681012Tota1

ト ドマ ツ

　

エ ソ マ ツ

エ ゾ ノバ ッコ ヤ ナ ギ

ケ ヤ マ ハ ンノ キ

ハ ル ニ レ

ミヤ マ ハ ンノ キ

イ タヤ カエ デ

.4∂ゴ6∬α6加 〃麗 ηsゑ∫(A)

Pガcθαブ6206π ∫ゴ,∫(Pj)

SαZ伽 加1'6肋var.砺9π ∫'加1毎(Sh)

・4Z朋s乃 〃3π孟α(Ah)

α 〃Zπ∫4α 加漉 απαvar.ブ ψ0痂6α(U)

・41肱 ∫吻 ακ伽o協c2級Am)

、4c67〃zoπo(Ac)

31

● ●

-
1
↓

-
ー
⊥

●

・

り0

1
■

0
0

1
⊥

●

…2・

1・ ・

31…

・2

0
◎

『D

-
⊥

9
自

-
⊥

凶
4

9
Ω

計 Tota1 6454423

表一2.胸 高直径階別本数表

種 Species

胸 高 直径(cm)
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0510152025言 十
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あ っ た(写 真 一4)。

小 考 察

調査地の トドマツ ・エゾマツ林分は、斜面の下

部に位置 し、国道334号 の新道 と旧道にはさまれた

た、 面積が0.1加 にも満たない、 小 さなものであ

り、この周辺には他の針葉樹林が存在 しない。 こ

こに、隔離 された林分が存在することは、過去の

人為伐採の残存であるとみられるが、林齢や林冠

木のサイズから、百数十年前の一斉侵入に由来す

るものであって、その時の母樹群 もここに存在 し

た、と推察される。

この小面積地に、広葉樹林に取囲まれて、常緑

針葉樹林が残存 してきた要因として、オシンコシ
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表 一3.ト ドマ ツ ・エ ゾ マ ツ林 分 の 林 床 植 生
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ン崎による北西季節風 から保護されていること、

根張 り空間が石礫であって、広葉樹 よりもガマ ン

強い針葉樹の生存が許されたこと、航行 目標林 と

して保護されてきたこと、などが考えられる。

この林分の林齢は、 伐 り株の年輪数から、100

十α年であるとみられる。エゾマツお よび トドマ

ツは、ともに、ほぼ同 じ樹齢である。短命型の ト

ドマツ(100～150年 の寿命)は 、寿命に近いため

の枯死であろう。

他方、エゾマツは長命型(300～400年 の寿命)

であり、厳 しい環境への耐性 もトドマツより高い

ために、枯死が少ないのであろう。それゆえ、エ

ゾマッはなお しばらく、枯死があまり進 まないで

あろうが、共存の トドマツの若返 りがない見込み

なので、いずれ枯死を余儀なくされるにちがいな

い○

トドマ ツおよびエゾマツの稚苗の乏 しさは、厳

しい環境条件 と林冠木の枯死(の 進行)と から、

後継樹不足 となっていて、自然のままに置かれる

なら、この針葉樹林分は近い将来に衰退 してしま

うだろう。それゆえ、人為的な補完作業(タ ネま

き、苗木植え)も 必要である。

上部の広葉樹類の小林分は、各個木のサイズ、

陽樹の多さ、林床の石礫などからみて、旧道の建

設(な い し改修)に ともなう捨て土(裸 地の出現)

に侵入 したものである、と推測される。この旧道

の上方には、より古い国道がある(図 一1、2)。

林床植生は、針葉樹林型であるが、林冠木の枯

死があって、部分的には陽性草本が侵入している。

これは、風上林縁部でとくにいちじるしい。そ し

て、林床植生の発達の不十分 さは、根張 り空間が

石礫であることにも影響されている。林床の小型

植物の根系は、薄いリター(落 葉落枝)層 に限 ら

れている。

林冠のいちじるしい風衝 ・偏形と高い枯死率 と

は、林分の小ささ、寿命、強風などが大 きく関与

しているが、新道建設にともなう、風上林縁部の

除去(切 り土)に も強 く影響 されている。それゆ

え、林分の衰退を防ぐためには、切 り土斜面への

林縁帯造成が望 まれる。この斜面は、イネ科草本

を主 とした張 り芝でおおわれたが、 ミヤマハンノ

キ、エゾノバ ッコヤナギが侵入しつつある。ただ

し、量的に十分ではないので、人為的な導入(苗

木植栽)を して、侵入樹種を中心 とした先駆林縁

帯 を造成する必要がある(図 一2)。 この林縁帯

つ くりは、道路建設にともなう環境の悪化への補

償 ともい うべ きものであり、張 り芝では不十分で

ある、といえよう。

要 約

1斜 里 町 弁 財 泊 の ト ドマ ツ ・エ ゾ マ ツ林 分 は 、

面 積 が0.1加 に も満 たず 、他 の 針 葉 樹 林 か ら隔

離 され て い る。

2こ の 林 分 は 、林 冠 木 の高 さが8～12〃2、 胸 高

直 径 が15～30c〃zあ り、 風 衝 樹 冠 が 目立 つ 。

3ト ドマ ツ は枯 死 が 目立 ち 、 エ ゾマ ツ は 耐性 が

高 い 。 エ ゾマ ツ は 、 樹 齢 が100十 α 年 で あ る。

4.こ こ に常 緑 針 葉 樹 林 が 存 在 す る 要 因 と して 、

気 象 的 に は北 西 風 か ら保 護 され て い る こ と、 地

質 ・土 壌 的 に は石 礫 地 で あ っ て 、 広 葉 樹 林 に 不

向 き な こ と、 ほか が 考 え ら れ る 。

5.こ の 林 分 は 、 面 積 の小 さ さ 、風 上 林 縁 の切 り

土 、 不 良 な 根 張 り空 間 、 ほか か ら、 衰 退 が 予 想

,され る。

6.林 分 の衰 退 を防 ぐた め に、 風 上 林 縁 部(切 り

土 斜 面)へ の 、 ミヤ マ ハ ン ノ キ ほ か の 先 駆 樹 種

植 栽 に よ る 、 林 縁 帯 の造 成 が 望 まれ る 。
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OnaTodo-firandYezo-sprucestandatBenzaidomari,

Shari-cho,easternmostHokkaido.

Shin-ichiroSAITolandToshijiNARITA2

1.Minenobu,Bibai,HokkaidoO79-01,Japan.

2.Bibai,Bibai,HokkaidoO72,Japan.

Summary

O
1

2.

3.

4.

5.

6.

ThenaturalTodo-fir,.46ゴ6∬ αo加1勿6π ∫ゑ∫,andYezo-spruce,」Pゴ66α ブ6206κ ∫ゴ∫,standatBenzaidomari,Sha-

ri-cho,islessthanO.1加inareaandisisolatedfromothernaturalconiferforests(Fig.1,Photos.1&2).

Canopytreesofthestandreach8to12〃zinheightand15to300〃zinDbh(Figs.2&3,Tables1&2)

andhavewind-blowncrowns(Photo.3).

Todo-firisshort-livedandYezo-spruceislong-lived(100十yearsofage)andwind-bearer.Thereare

fewsuccessorsintheforestfloor(Table3).

ItseemsthatprotectionagainstseverewindbyCapeOshinkoshinandstonyrootingspace(Photo.4),

notsuitableforbroad-1eavedtree,causetheconiferstandtoexisthere.

Thestandwillnotbeprosperousinfuture,becauseofsmallnessofarea,cuttingofwindwardpartfor

roadconstruction,poorstonysoil,etc.

Inordertoprotectthestand,amantlebeltof、41肱s吻 α罪ゴ初o痂62〃andotherpioneersmustbeesta-

blishedatthewindwardcuttingslope(Fig.2).
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